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2.20.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
及川 春香 物語生成システムにおける物語世界拡張のための小説の認知構造の分析 
物語生成システムの一機構である物語内容機構はストーリー世界/ストーリーラインを含む．ストーリ
ー世界は状態の集合であり，人物の行為が状態どうしを媒介する．現在外的行為を扱っているが，将来
的に内的行為も扱いたい．本研究はその準備として実際の小説の登場人物の認知情報を分析した．その
結果認知情報の差異や推移で小説が構成されるという知見を得た．これにより物語内容機構を内的情報
も扱えるものにする見通しを得た． 
佐々木 康二 RSSを用いた名簿保存システムの提案 
RSS とは，ブログや Web サイトの情報を集約して情報を配信するものである．RSS の利点として購
読している RSS の更新情報を自動的に受け取ることができる．今回岩手県立大学の名簿を RSS で保存
をする．RSS を利用することにより名簿の自動更新を行ったり，RSS により名簿の状態を常時把握する
ことが可能になる．これらの特性を生かして名簿を RSS で保存するシステムを提案する． 
清藤 綾香 音楽と物語の対応に関する考察と原曲/ストーリー生成・変奏システムの開発 
これまで，音楽と物語の相互変換による物語生成システムの開発を行ってきたが，以下の問題点が挙
げられた――①変奏単位が固定的で大きすぎること，②１種類の楽器しか用いることができないこと，
③システム環境が分断されていること，④音楽の変奏がユーザに委ねられていること．ここでは，それ
らの問題点の解決に取り組み，音楽と物語の対応付けに関する新たな考察に基づき，原曲及びストーリ
ー生成・変奏システムの開発を行う． 
田中 大地 マンガに関する質問・回答検索システムにおけるユーザ誘導システム 
近年、web ページ上に質問を投稿すると他の人が回答を投稿してくれる知識共有コミュニティサイト
が構築され、日常の疑問などの多様な情報が日比蓄積されるようになった。本研究では、これを利用し
コンピュータで質問応答させるのが難しい質問を扱うことができるシステムを提案する。本研究ではユ
ーザ誘導システムの構成と、どのような質問タイプが必要か、質問タイプとキーワードの関係性に触れ
た。 
丹 友幸 オントロジの構築とトピックマップの作成に関する研究 
近年、我々がアクセス可能な情報は膨大な量になっている．また，情報量の増加はさらに加速してい
くだろう．その状況において，情報の品質とともに，必要な時に必要な情報に的確にアクセスすること
の困難さが問題となっている．本研究では岩手県立大学ソフトウェア情報学部のオントロジを構築し，
情報をモデル化し，トピックマップを作成することで問題を解決する方法を検討する． 
千田 潤 物語生成システムにおける自動カメラワークシステムの改訂と 映画のシミュレーション分析 
映画の分析によるカメラワークのルール作成とそれを利用したカメラワーク自動適用システムによる
映画のシミュレーションを行ってきた．従来のシステムでは，カメラワーク技法とその他の情報が明確
に分離されていなかったが，本研究でシステムを再開発した結果，ルールを柔軟に記述できるようにな
った．このシステムで『東京物語』のショット分析による OZU-TOKYO ルールの再編を行い，それに
よるシミュレーションを試みる． 
横澤 真紀 名詞の共起頻度を用いた結論文抽出手法 
一般的にテキストの最も重要な主旨が述べられるのは結論部分である．本研究では，テキストの題名
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に対して結論となる文を抽出する，主に名詞の共起頻度を用いた手法を提案する．また，テキスト本文
のみならず題名に対して重きをおく手法である．結論となる文は，テキストの題名中の単語（特に名詞）
に関連することが多いという考え方に基づいている． 
小林 信之 英語質問文の SPARQLクエリへの変換に関する研究 
いくつかの変換手法を基に英語質問文を SPARQL クエリに変換し，DBpedia から正答を得る質問応
答システムを試作し，質問文の SPARQL クエリへの自動変換の実現に向けての知見を得ることを目的
とする． 
(b) 博士(前期)論文概要 
なし 
(c) 博士(後期)論文概要 
なし 
 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
なし 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 熊谷友子・小方孝・及川春香 (2010). 登場人物の認知に基づく物語内容の構成. 『人工知能学会全国大会（第
24 回）論文集』. 1I2-OS1b-4. (3 ページ) 
2) )秋元泰介・小方孝 (2010). 物語生成システムにおける物語言説機構の再検討. 『人工知能学会全国大会(第 24
回)論文集』. 1I2-OS1b-6. (4 ページ) 
3) 高橋雄大・小方孝・秋元泰介・清藤綾香 (2010). 音楽と物語の相互変換による循環的物語生成システムの拡張. 
『人工知能学会全国大会(第 24 回)論文集』. 1I2-OS1b-9. (4 ページ). 
4) 小野寺康・花田健自・小方孝 (2010). 物語内容におけるストーリー世界の表現と生成. 『人工知能学会全国大
会（第 24 回）論文集』. 1I2-OS1b-11. (4 ページ) 
5) 小野淳平・花田健自・小方孝 (2010). 物語内容におけるストーリーライン生成機構の試作の実装. 『人工知能
学会全国大会（第 24 回）論文集』. 1I2-OS1b-12. (4 ページ) 
6) 秋元泰介・小方孝 (2010). 文学理論の実装としての物語言説システム―構成的物語論の一事例として―. 『日
本認知科学会第 27 回大会予稿集』. 757-766. 
7) Akimoto, T. and Ogata, T. (2010). Implementing a Narrative Discourse System as a Mechanism in 
Narrative Generation: A Hybrid Approach of AI and Narratology. Proceedings of The 7th International 
Conference on Cognitive Science. 359-360. 
8) 秋元泰介・小方孝 (2010). 物語言説システムの成果の現状と今後の計画―物語言説システムから統合物語生成
システムへ向けたノート―. 『日本認知科学会文学と認知・コンピュータⅡ研究分科会（LCCⅡ）第 21 回定例
研究会予稿集』. 21W-01. 
9) 秋元泰介・小方孝 (2010). 物語言説システムにおける物語言説技法の体系的再考察―種類の拡張と方法の再検
討―. 『日本認知科学会文学と認知・コンピュータⅡ研究分科会（LCCⅡ）第 22 回定例研究会予稿集』. 22G-02. 
10) 清藤綾香・小方孝 (2010). 音楽と物語の相互変換による循環的物語生成システムにおける多様な言説技法の導
入と結果の評価. 『日本認知科学会文学と認知・コンピュータⅡ研究分科会（LCCⅡ）第 22 回定例研究会予稿
集』. 22W-01. 
11) 及川春香・小方孝 (2010). 登場人物の認知情報を持った物語内容機構実現に向けて-小説の分析とシステムの提
案-. 『日本認知科学会文学と認知・コンピュータⅡ研究分科会（LCCⅡ）第 22 回定例研究会予稿集』. 22W-02. 
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12) 小野寺康・小野淳平・小方孝 (2010). 状態‐事象相互変換による物語内容機構における相互変換ルールの改善
と多様な生成方法の検討. 『日本認知科学会文学と認知・コンピュータⅡ研究分科会（LCCⅡ）第 22 回定例研
究会予稿集』. 22W-03. 
13) 秋元泰介・小方孝 (2010). 物語言説システムにおける物語言説技法の体系的再考察―種類の拡張と方法の再検
討―(2). 『人工知能学会第二種研究会ことば工学研究会（第 35 回）資料』. 43-49. 
14) 秋元泰介・小方孝 (2011). 受容理論を援用した物語言説制御機構の統合物語生成システムの制御機構への拡張
に向けて. 『日本認知科学会文学と認知・コンピュータⅡ研究分科会（LCCⅡ）第 24 回定例研究会予稿集』. 
24G-07. 
15) 秋元泰介・小方孝 (2011). 物語生成システムにおける物語言説機構の開発と評価. 『言語処理学会第 17 回年
次大会発表論文集』. 631-634(P3-13). 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当無し 
 
2.20.4. その他の活動 
該当無し 
  
